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１．はじめに
深刻化する環境問題への対策の一つとして生まれた
環境教育は生涯的になされるべきだとされ、日本にお
いても１９９０年代には小学校以上の学校教育機関をはじ
め社会の様々な領域で導入が進んだ。しかしながら、
幼児期の環境教育はあまり普及していない１，２，３）。
筆者は生涯的な環境教育のなかでも、その発達の独
自性から幼児期の環境教育は他の時期になされるもの
とは異なる重要性をもつという立場に立ち、その必要
性を主張してきたが、なかでも保育環境要素としての
保育者（幼稚園教諭と保育士）の資質や環境教育に対
する意識が最も重要であることを確認してき
た４，５，６，７，８）。
保育者の資質や意識を高めるためには養成教育や現
職者教育を充実させることが重要だが、そのあり方を
考える際には保育者志望者や保育者の実態を事前に理
解しておかねばならない。保育者志望者である保育者
養成校の学生については、筆者と田尻９）が環境問題や
自然に関する関心と実践の実態を把握した上で、幼児
期からの環境教育という視点からみた望ましい養成教
育のあり方を提言してきた。ここでは、保育者の一翼
を担う現職幼稚園教諭の環境問題と自然に関する関心
と実践の実態を調査し、保育者志望者である短大生対
象の調査結果と比較した上で、現職者研修における課
題を検討する。
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現職幼稚園教諭の環境問題及び自然に対する
関心と実践の実態に関する調査研究
井 上 美智子
A Survey of Personal Interests and Attitudes for Nature and Environmental Issues of Kindergarten Teachers
Michiko INOUE
〈Summary〉
A survey of kindergarten teachers researched in Hyogo Prefecture, Japan, in 1997 revealed that (1) the
kindergarten teachers highly concerned both nature and environmental issues, whereas (2) their interests
did not reflect in their attitudes. From these results, they seemed insufficient to practice environmental
education in the kindergarten class activities. However, compared with the results of the junior college
students majoring in early childhood education [Inoue & Tajiri (1999)], the present survey showed more
concern and more positive attitudes. This difference may be due to self−awareness and responsibility of the
kindergarten teachers. Therefore, if the recurrent teacher education programs contained the basics of
environmental education at early childhood level, it is meaningful to motivate the teachers to practice
environmental education in the kindergarten class activities. For this, the opportunities for the recurrent
education should be assured to the teachers.
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２．現職幼稚園教諭の環境問題と自然に関する関
心と実践の実態調査
（１）方 法
幼稚園が保育所に比べて保育時間が短く生活場面に
かかわる機会も少ないなど環境教育を実践する場合に
条件が同じではないことから、本稿では、両者を同一
に扱わないことにし、幼稚園を対象とした調査結果を
基に検討した。１９９７年８～９月に兵庫県内の公私あわ
せた全幼稚園８１２園（１９９６年度『学校総覧』による）
に調査用紙を郵送し、各園につき園長・主任・担任の
３名（計２４３６名）に回答を依頼した。回答園は４４３園
（回収率５４．６％）、回答者は９７７名（回収率４０．１％）で
あった。回答者の属性は、女性が９３．７％、勤務園は公
立が７４．７％、年齢は４０代前半（２１．４％）・４０代後半
（１５．９％）・２０代前半（１４．９％）が多く、職務は担任
（４４．８％）・主 任（２１．１％）・園 長（２０．８％）が 多
かった。
質問紙に自然への関心〈Ａ〉、自然と触れあう生活
の実践の程度〈Ｂ〉、環境問題への関心〈Ｃ〉、環境配
慮の生活の実践の程度〈Ｄ〉の４質問項目群を設定
し、５段階単一選択と複数回答からの単一あるいは複
数選択という回答形式にした。具体的な質問内容は結
果に示した。質問項目設定の考え方は、井上・田尻９）
に従った。分析は、個々の質問項目について回答項目
の相対度数を、項目間の関係についてはスピアマンの
順位相関係数を求めた。項目間の関係は、海保１０）に従
い、０．２＜ｒ≦０．４を弱い、０．４＜ｒ≦０．７を中程度、
０．７＜ｒを強い相関と判断した。
（２）結 果
①自然への関心〈Ａ〉と自然と触れあう生活の実践
〈Ｂ〉について
まず、自然への関心（Ａ１～Ａ５：図１）について
は、「Ａ１ 都会よりも自然のなかにいる方が好きで
ある」（８７．３％）・「Ａ２ 動植物が好きである」
（８４．８％）・「Ａ５ 季節の変化や食べ物の旬などを
大切にしたい」（９５．６％）の３項目で８割を越える回
答者が５段階選択のうちの第一選択肢の「非常にそう
である」、または、第二選択肢の「かなりそうであ
る」と答えた。また、「Ａ３ 虫やカエル、ミミズ等
の小動物は恐くない」（６９．２％）と「Ａ４ 自然に関
するテレビ番組や雑誌をみるのが好きだ」（７４．７％）
も、７割程度であった。また、自然と触れあう生活
（Ｂ１～Ｂ５：図２）については、「Ｂ２ 動物を飼
う」（４２．２％）・「Ｂ３ 花や 野 菜 を 栽 培 す る」
（５８．０％）・「Ｂ４ 野の花をとって飾ったり、旬の
食べ物を食べるなど自然の季節の変化を取り入れた生
活をする」（６２．５％）の３項目では「よくしている」
あるいは「かなりしている」と回答した者が４～６割
と多かったが、他の２項目は低かった。
②環境問題への関心〈Ｃ〉と環境配慮の生活の実践
〈Ｄ〉について
環境問題への関心（Ｃ１～Ｃ７：図３）について
は、どの項目も６～８割の回答者（６４．１～８１．５％）が
「非常に関心がある」または「少し関心がある」と答
えた。高い関心を示した上位３項目は「Ｃ２ 二酸化
炭素による地球の温暖化について」（７５．３％）・「Ｃ
６ 農薬や合成洗剤など化学物質による環境汚染につ
いて」（８１．５％）・「Ｃ７ 残留農薬や食品添加物に
よる食物汚染」（７９．７％）であった。一方、環境配慮
の生活行動（Ｄ１～Ｄ５：図４）について「必ずして
いる」あるいは「かなりしている」と答えた回答者
図１ 自然への関心〈Ａ〉
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は、「Ｄ５ 流しの排水口から、油やゴミ屑が流れな
いようにしている」（８３．８％）は８割を越えたが、「Ｄ
４ 洗濯や食器洗いは合成洗剤ではなく石けんを使っ
ている」（２３．６％）では２割程度しかなく、それ以外
の３項目は６割程度（５８．４～６６．５％）であった。
③質問項目間の相関関係
〈Ａ〉～〈Ｄ〉の全質問項目について相関係数をと
ると（表１）、「環境問題への関心〈Ｃ〉」の項目群内
のすべての質問項目間で中程度～高い相関（ｒ＝０．４４
～０．８４）がみられた。また、「自然への関心〈Ａ〉」
（ｒ＝０．１８～０．３９）、「自然と触れあう生活の実践
〈Ｂ〉」（ｒ＝０．１８～０．５４）、「環境配慮の生活の実践
〈Ｄ〉」（ｒ＝０．２２～０．５０）の項目群内では、弱い～中
程度の相関を示すものが多かった。質問項目群外の項
目間では、「Ａ５ 季節の変化や食べ物の旬などを大
切にしたい」と「Ｂ４ 野の花をとって飾ったり、旬
の食べ物を食べるなど自然の季節の変化を取り入れた
生活をする」（ｒ＝０．４５）、「Ｃ６ 農薬や合成洗剤な
ど化学物質による環境汚染について」と「Ｄ３ 食べ
物を買うときは、食品添加物などの表示に気を付けて
いる」（ｒ＝０．４２）、「Ｃ７ 残留農薬や食品添加物に
よる食物汚染について」と「Ｄ３ 食べ物を買うとき
は、食品添加物などの表示に気を付けている」（ｒ＝
０．５０）の間において、それぞれ中程度の相関が見られ
図３ 環境問題への関心〈Ｃ〉
図２ 自然と触れあう生活の実践〈Ｂ〉
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た。「Ｃ６ 農薬や合成洗剤など化学物質による環境
汚染について」と「Ｄ４ 洗濯や食器洗いは合成洗剤
ではなく石けんを使っている」（ｒ＝０．３９）でも、中
程度の相関と判断した値に近い相関係数を示した。一
方、「Ｃ２ 二酸化炭素による地球の温暖化につい
て」と「Ｄ１ 冷房は２５度程度の高めに、暖房は１８度
程度の低めに設定温度を設定する」（ｒ＝０．２２）で
は、低い相関を示した。
（３）考 察
調査の結果、自然には６～８割が高い関心を示した
が、自然と触れあう生活の実践は項目により差があ
り、関心に比べると低かった。自然が好き、動植物は
好きと思っていても、生活に取り入れるのは困難だと
いえる。なかには、動物が好きでも飼えるような住環
図４ 環境配慮の生活の実践〈Ｄ〉
表１ 質問項目間の相関
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
Ａ１ Ａ２ Ａ３ Ａ４ Ａ５ Ｂ１ Ｂ２ Ｂ３ Ｂ４ Ｂ５ Ｃ１ Ｃ２ Ｃ３ Ｃ４ Ｃ５ Ｃ６ Ｃ７ Ｄ１ Ｄ２ Ｄ３ Ｄ４ Ｄ５
Ａ
Ａ１
Ａ２ ０．３７
Ａ３ ０．２４０．３５
Ａ４ ０．３３０．３９０．３９
Ａ５ ０．２６０．２６０．１８０．３８
Ｂ
Ｂ１ ０．２５０．２１０．１７０．２８０．２２
Ｂ２ ０．０７０．３９０．１７０．０９０．０９０．１８
Ｂ３ ０．２３０．３４０．２４０．３５０．３２０．２９０．３２
Ｂ４ ０．２１０．２９０．２００．３４０．４５０．３５０．１９０．５４
Ｂ５ ０．１５０．１６０．１２０．２３０．１２０．４００．２４０．２７０．３１
Ｃ
Ｃ１ ０．１５０．２１０．１９０．３４０．２５０．１８０．０７０．２１０．２３０．１３
Ｃ２ ０．１４０．１９０．１９０．３２０．２３０．１８０．０６０．１９０．２４０．１１０．８４
Ｃ３ ０．１６０．２１０．２３０．３６０．２２０．２００．０８０．２００．２４０．１８０．６９０．７２
Ｃ４ ０．１４０．３２０．２５０．３８０．２７０．１８０．１５０．１８０．２４０．２００．５７０．５８０．７２
Ｃ５ ０．１３０．２００．１９０．２９０．２５０．１６０．０９０．２１０．２３０．１３０．７００．６９０．７２０．６１
Ｃ６ ０．１８０．２１０．２００．３４０．２８０．１９０．０９０．２８０．２７０．１６０．５８０．５７０．５６０．５３０．６６
Ｃ７ ０．１７０．１８０．１３０．２７０．２８０．１７０．０７０．２５０．２９０．１４０．５３０．５００．４９０．４４０．５５０．７８
Ｄ
Ｄ１ ０．０８０．１１０．０８０．１８０．１５０．１４０．０２０．１８０．１７０．０２０．２２０．２２０．２２０．１６０．１９０．２１０．２２
Ｄ２ ０．２１０．２２０．１８０．２５０．２４０．１６０．０９０．２８０．２５０．１００．１９０．１９０．２００．１５０．２２０．２６０．２６０．２９
Ｄ３ ０．１６０．１９０．１１０．２４０．３００．１７０．０４０．２７０．３３０．１４０．２９０．２６０．２７０．２５０．２８０．４２０．５００．３００．４２
Ｄ４ ０．２４０．２１０．１７０．２８０．２２０．２２０．１００．３００．３１０．２００．２４０．２１０．２６０．２３０．２４０．３９０．３７０．２８０．３５０．５０
Ｄ５ ０．０８０．１２０．１４０．１４０．１２０．０９０．０５０．１７０．２２０．０２０．１８０．１７０．１５０．１４０．１６０．２００．１８０．２２０．３００．３５０．２９
注）相関係数０．２＜ｒ≦０．４は太字、０．４＜ｒ≦０．７は太字・二重下線、０．７＜ｒは太字・二重下線・斜体で表示した。
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境にないことや共働きのために自然に触れあう生活を
する時間的、精神的余裕がないことを付記した回答者
もあった。これは、幼稚園教諭という職業の労働環境
の厳しさを示しているといえるし、また、回答した教
諭のほとんどが女性であることから、共働き家庭の女
性に大きな家事負担がかかるというジェンダーにまつ
わる問題とも関係があるのだろう。ただし、季節変化
や食べ物の旬を大切にしたいと思うことと、それを生
活に取り入れた生活をすることには中程度の相関が
あった。自然全般と大きな枠でとらえるのではなく、
生活に密着した部分への関心は具体的な実践とつなが
りやすいのかもしれない。
また、環境問題についても６～８割が高い関心を示
したが、生活に取り入れている割合は低くなり、項目
により差があった。また、項目ごとにみれば「農薬や
合成洗剤など化学物質による環境汚染」や「残留農薬
や食品添加物による食物汚染」に関心があることと
「食品添加物などの表示に気を付ける」ことは中程度
に相関が見られた一方で、「地球温暖化問題への関
心」が「冷暖房の設定温度」を意識することに結びつ
いていなかった。「食」や「家事」などの生活に密着
した範囲の問題では関心が実践に結びつきやすいが、
地球温暖化のように生活の中で実感しがたい問題は実
践に結びつきにくいのかもしれない。
また、項目群内の相関係数からは、「環境問題への
関心〈Ｃ〉」の項目群内で中程度～高い相関がみられ
たことから、環境問題に関心のある幼稚園教諭はどの
項目にも関心があるが、ない幼稚園教諭はどれにも関
心を示さないといえる。他の項目群についても同様の
傾向がわずかにある。これらから、環境問題全般に対
して意識が低い幼稚園教諭、あるいは、どの点につい
ても実践している割合が低く幼児のモデルとなりがた
い幼稚園教諭が一部にいると推測できる。
３．保育者志望者としての短大生と現職幼稚園教
諭との比較
井上・田尻９）は保育者（幼稚園教諭および保育士）
志望者としての短大生に対し同じ質問によるアンケー
ト調査を１９９６年に実施した。調査対象は、著者らの勤
務する短期大学で幼稚園教諭免許及び保育士資格の必
修科目である「保育内容・環境」を受講した学生３２１
名である。ここでは、その調査結果と今回のものを比
較することにした。まず、〈Ａ〉～〈Ｄ〉の各質問項
目について、第２節のでおこなったように回答の第
一選択肢と第二選択肢（例：自然への関心〈Ａ〉の場
合は「非常にそうである」と「かなりそうである」）
を選択した回答者の割合の和を出し、その数値での比
較をした。さらに、全項目についてMann−Whitneyの
Ｕ検定をおこなった（表２）。
自然への関心〈Ａ〉については、「Ａ１ 都会より
も自然のなかにいる方が好きである」や「Ａ２ 動植
物が好きである」、「Ａ５ 季節の変化や食べ物の旬な
どを大切にしたい」という項目において高い関心を示
した短大生が５～７割であったのに対し、現職幼稚園
教諭は８～９割と高かった。さらに、「Ａ３ 虫やカ
エル、ミミズ等の小動物は恐くない」と「Ａ４ 自然
に関するテレビ番組や雑誌をみるのが好きだ」では、
短大生が２割程度であったのに対し、現職幼稚園教諭
は６～７割と大きな違いがみられた。検定では、「Ａ
２ 動植物が好きである」で有意な差が認められな
かったが、他の項目はすべて有意な差が認められた。
自然と触れあう生活〈Ｂ〉では、「Ｂ２ 動物を飼
う」で短大生と現職者にはほとんど差はなく、検定に
おいても有意な差が認められなかった。しかし、それ
以外の４項目では短大生よりも現職幼稚園教諭の方が
実践している割合が高く、有意な差が認められた。特
に、「Ｂ３ 花や野菜を栽培する」と「Ｂ４ 野の花
をとって飾ったり、旬の食べ物を食べるなど自然の季
節の変化を取り入れた生活をする」の２項目で短大生
が２割程度であったのに対し、現職者は６割程度と大
きな差があった。
環境問題への関心〈Ｃ〉については、短大生が関心
を示した割合が４～６割であったのに対し、現職者は
６～８割と高く、検定においてもすべての項目につい
て有意な差が認められた。また、短大生が高い関心を
示した上位３項目が「Ｃ４ 野生生物の絶滅につい
て」（６０．４％）、「Ｃ７ 残留農薬や食品添加物による
食物汚染」（５９．２％）、「Ｃ５ 酸性雨」（５７．３％）で
あったのに対し、現職者は「Ｃ６ 農薬や合成洗剤な
ど化学物質による環境汚染について」（８１．５％）・
「Ｃ７ 残留農薬や食品添加物による食物汚染」
（７９．７％）・「Ｃ２ 二酸化炭素による地球の温暖化
について」（７５．３％）であり、関心の対象にずれがみ
られた。
さらに、環境配慮の生活の実践〈Ｄ〉では、「Ｄ５
流しの排水口から、油やゴミ屑が流れないようにし
ている」という項目で高い実践の程度を示した割合が
現職幼稚園教諭・短大生ともに最も高かったが、現職
者が８割を超えたのに対し、短大生は５割程度であっ
た。また、それ以外の項目についても短大生の実践し
ている割合が１～２割程度であったのに比べると、現
職幼稚園教諭が実践している割合は２～６割と高かっ
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表２ 現職幼稚園教諭と短大生の比較
項目群 質 問 項 目
回答の第一選択肢と第二
選択肢の割合の和（％）
Mann−Whitney検定
P＜０．００１
現職教諭 短大生 Ｚ 有意性
〈Ａ〉
Ａ１ 都会よりも自然のなかにいる方が好きである ８７．３ ５９．２ ７．７８３ ＊
Ａ２ 動植物が好きである ８４．８ ７１．０ １．６２６ NS
Ａ３ 虫やカエル、ミミズ等の小動物は恐くない ６９．２ ２４．６ １５．４２１ ＊
Ａ４ 自然に関するテレビ番組や雑誌をみるのが好き
だ
７４．７ ２６．８ １４．８９７ ＊
Ａ５ 季節の変化や食べ物の旬などを大切にしたい ９５．６ ７０．７ ９．７４６ ＊
〈Ｂ〉
Ｂ１ 登山、山菜摘み、ハイキングなどの野外活動を
する
１９．９ ６．５ １２．８４３ ＊
Ｂ２ 動物を飼う ４２．２ ４６．７ ０．００３ NS
Ｂ３ 花や野菜を栽培する ５８．９ ２０．６ １４．４４７ ＊
Ｂ４ 野の花をとって飾ったり、旬の食べ物を食べる
など自然の季節の変化を取りいれた生活をする
６２．５ ２４．９ １３．８９４ ＊
Ｂ５ 自然と触れ合うようなクラブなどで活動する ７．０ ３．１ ９．０５１ ＊
〈Ｃ〉
Ｃ１ フロンガスによるオゾン層破壊について ７１．２ ５０．２ ９．０５４ ＊
Ｃ２ 二酸化炭素による地球の温暖化について ７５．３ ４７．４ １０．３７３ ＊
Ｃ３ 熱帯雨林の減少について ６２．７ ４５．８ ６．７５ ＊
Ｃ４ 野生生物の絶滅について ７１．９ ６０．４ ４．００７ ＊
Ｃ５ 酸性雨について ７１．６ ５７．３ ５．８４２ ＊
Ｃ６ 農薬や合成洗剤など化学物質による環境汚染に
ついて
８１．５ ５３．０ １０．７１１ ＊
Ｃ７ 残留農薬や食品添加物による食物汚染について ７９．９ ５９．２ ９．３５９ ＊
〈Ｄ〉
Ｄ１ 冷房は２５度程度の高めに、暖房は１８度程度の低
めに設定温度を設定する
６３．３ １７．６ １５．３５２ ＊
Ｄ２ 紙や瓶、アルミ缶などリサイクル可能なゴミは
リサイクルに出す
６６．５ １４．０ １８．２７３ ＊
Ｄ３ 食べ物を買うときは、食品添加物などの表示に
気を付けている
５６．９ ２４．３ １１．１０７ ＊
Ｄ４ 洗濯や食器洗いは合成洗剤ではなく石けんを
使っている
２３．６ ４．７ １５．４３２ ＊
Ｄ５ 流しの排水口から、油やゴミ屑が流れないよう
にしている
８３．８ ５３．９ ９．７９５ ＊
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た。特に「Ｄ１ 冷房は２５度程度の高めに、暖房は１８
度程度の低めに設定温度を設定する」と「Ｄ２ 紙や
瓶、アルミ缶などリサイクル可能なゴミはリサイクル
に出す」で大きな差があった。ここでも、すべての項
目について有意な差が認められた。
以上まとめると、自然への関心〈Ａ〉、自然と触れ
あう生活の実践〈Ｂ〉、環境問題への関心〈Ｃ〉、環境
配慮の生活の実践〈Ｄ〉のほとんどの項目において、
保育者志望者である短大生よりも現職幼稚園教諭の方
が関心・実践している程度ともに高かった。日本にお
いて環境教育が公的な認知を受けて教育機関で導入さ
れたのは１９８９年の学習指導要領改訂以降の１９９０年代で
あり、現職者の年齢を考えれば保育者志望者である短
大生の方が小学校以降の環境教育を受けた経験が多い
はずである。そうした環境教育を受けた経験が関心や
実践の割合へと結びついているなら、保育者志望者で
ある短大生の方が現職幼稚園教諭よりも高い関心や実
践の程度を示すと予想されるが、現実には現職者の方
が高かった。特に、栽培をしたり、季節を取り入れた
生活を意識したり、リサイクル活動への参加など身近
な生活で意識しやすい項目に関して、関心や実践の程
度に大きな違いがみられた。この理由として、現職者
には社会人としての自覚や生活者としてのこだわりが
あると考えられる。学生の場合は自分で主体的につく
る生活という自覚が少ないが、自分が生活者・実践者
としての主体となったときには関心・実践ともに高く
なるのだろう。また、保育者という視点で見れば、学
生では虫やカエル、ミミズ等の小動物は恐いという結
果であったのに、現職者はそれほど恐くないという結
果が興味深い。今回の調査においても「（現職に就い
てからは）学生の間に気づかなかったことも多い」や
「私自身、カエルや毛虫は幼稚園教諭になってからさ
われるようになった」と付記した回答者もいた。学生
の頃にはできなかったことでも教諭となった時には専
門職としての意識が働き、抵抗感をうち消すことがで
きるのだろう。また、子どもの姿を見ることで教諭自
身の心が変容し、子どもと共に教諭も育つということ
がうかがえた。
以上の短大生との比較から、現職者には社会人・専
門職に就く者としての自覚があり、実際に保育者とし
て働く過程で、資質が高まると考えられる。
４．環境教育の視点から見た現職者研修の課題
前節までで明らかになったことをまとめると以下の
通りである。現職幼稚園教諭は、環境問題や自然につ
いて関心は高いが、それが環境配慮の生活や自然に触
れるような具体的実践に反映されていると言い難い。
しかし、保育者志望者である短大生と比較すると、関
心も実践している程度も高かった。筆者と田尻９）は、
「幼児期の環境教育を実践できる保育者像」として、
①環境問題や自然を正しく理解し、幼児期からの環境
教育の必要性を認識している保育者、②正しく理解し
た上で、環境保全や自然に積極的に関わる行動力を持
つ保育者、③幼児期の環境教育を実践する保育指導力
を持つ保育者の３点をあげた。今回の結果からみる
と、現職幼稚園教諭は自然や環境問題に対する関心が
高いので、保育者像①に至るのは容易と考えられる
が、環境保全や自然に積極的に関わる行動力という②
の点では不十分だといえよう。また、現職者は短大生
より関心や実践している程度が高いことから、社会人
としての自覚や生活者としてのこだわり、専門職に就
く者としての職業意識があると考えられ、現職者の場
合は、意識づけがなされれば、幼児期の環境教育を理
解し、その必要性を認識し、保育実践へと反映させる
のは容易だと思われる。ところで、本稿では幼稚園教
諭のみを対象に調査をおこなったが、幼稚園教諭と保
育士の養成は同一の養成校でなされることが一般的で
養成教育に違いがないこと、また、『幼稚園教育要
領』と『保育所保育指針』は教育内容という点で共通
していることから、幼稚園教諭と並んで保育者の一翼
を担う保育士においても同様のことがいえると推測さ
れる。
ところで、個人として環境問題や自然に対する関心
が高く実践している程度が高かったとしても、保育者
として勤務する場、すなわち、保育実践の場でそれら
が反映されているかどうかが重要だが、現実には保育
に環境教育はあまり浸透していない。今回の調査で
も、家庭では環境配慮の方策をいろいろと意識し実践
しているのに、「さて、園ではどうか」や「保育の場
で意識しているかと考えさせられた」と記述した回答
者もいた。筆者１１）は同じ調査において回答者が自由記
述欄に記載した意見や感想を分析し、幼児期の環境教
育が浸透していない理由として、幼児期からの環境
教育についての理解が十分でないという認識の問題、
保育の日常における時間や精神的余裕のなさという
保育者の労働環境の問題、自然を知らない層が増え
たという保育者の資質と養成の問題、園庭の改善や
管理維持のための資金的な問題、子どもや保護者の
変化、自然に価値を感じない社会、そうした社会で
育った若い保育者や少子化などの社会的な問題の５点
をあげた。特に、については、幼児期の環境教育を
実践する場としての保育において、従来から自然との
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関わりが評価されてきたにもかかわらず、そこに環境
教育としてのとらえ方がなされるようになったのが
１９８９年改訂以降の『幼稚園教育要領』および『保育所
保育指針』であり、それらにおいても内容という点で
不十分であることが理由としてあげられる１２）。しか
し、今回の結果からは、現職者には環境教育を実践で
きる保育者像に近づける素地が十分にあるといえる。
また、保育者は環境教育に関する研修への参加意欲も
高かった１３）。こうした現職者の実態を考慮すれば、保
育現場に環境教育が浸透していない上記の理由のうち
～までを改善することが重要であろう。しかし、
現状では保育者養成においては幼児期の環境教育を実
践できる保育者を養成する環境は整っておらず９，１４）、
また、保育の中核を担う年齢層にある現職者は養成教
育において環境教育的な内容を受けずに就職した者が
多いはずである。したがって、現在の現職者を対象と
した研修においての改善を目指し、現職者の資質向
上の機会を与えるためにの必要性を訴えていくこと
が重要であろう。研修のなかに幼児期の環境教育が取
りあげられる機会が増えれば、保育者は研修に対する
意欲を持っているから、保育現場における環境教育の
浸透に大きな力を持つと考えられる。
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